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研究要旨 

アトピーに関連した中枢・末梢神経障害の病因・病態そして治療法を見出

すためには、モデル動物の作出が重要である。喘息モデルに用いられる条

件を改変し、末梢神経障害が表出される動物作製に成功し、解析を行った。

このモデルでは高 IgE 血症を認め、末梢および中枢組織における炎症性細

胞浸潤、炎症性サイトカイン、脂質メディエーターの上昇などを認めた。 

 

 
 

Ａ.研究目的 

 アトピーに関連した中枢・末梢神経障害の病

因・病態そして治療法を見出すためには、モデ

ル動物の作出が重要である。アレルギーモデル

としての過去の報告は、卵白アルブミンの投与

による方法などが用いられているが、いずれも

短期的なモデルである。そこで、中長期にわた

りアレルゲンを投与するモデルを評価すること

とした。 

 

Ｂ.研究方法 

 動物実験計画については、九州大学動物実験

委員会の承認を得た。実験は動物福祉に十分配

慮して実施した。 

 6週齢雄性のC57BL/6マウスの腹腔にアジュ

バントとしてアルミニウムゲルとアレルゲンと

して卵白アルブミン を投与した。投与は 1 週

間毎行い、6 週間継続した。対照群として、無

投与群、アジュバントのみ投与した群あるいは

アレルゲンのみ投与した群を用いた。薬剤投与

3 および６週間後に血清学的解析および組織学

的観察を行った。 

 ラットは高 IgE血症が惹起され喘息あるいは

食物アレルギーモデルとして利用されている

Brown-NorwayラットにOVA (1 mg) を背部皮

下投与し、同時にアジュバントとして不活性化

百日咳菌 (1×1010)を投与し、1 週間後に OVA

の追加投与を行った。その 1週間後および 2週

間後にラットを安楽死させ、採血および灌流固

定を行った。そして、血清学的解析および組織

学的観察を行った。 

 

 

Ｃ.研究結果 

マウス、ラット共に対照群と比較して体重には

有意な変化は認められなかった。 
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 次に、末梢神経および脊髄神経の変化を調べ

た。末梢組織、および脊髄のヘマトキシリンエ

オジン染色を施した切片においても

では炎症性細胞の浸潤が顕著に起こっていた。

神経線維の分布や脊髄の構築は光学顕微鏡レベ

ルでは変化は認められなかった。免疫学的な解

析は進行中である。
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一つのモデルとして有用であることが考えられ

る。 

 

Ｅ.結論 

 ラットおよびマウスにおいて卵白アルブミ

ンをアジュバントと共に投与することで高 IgE

血症と末梢組織における好酸球浸潤を伴う病態

を作出することができた。 
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